いる。 ああ これが、 有 楽 町 か、 という 心 もちの 動きの 

出て いる 眼 もない し、 ひどい 人 だ、 と 思って 投げられ 

ている 視線 もない。 少し 奥に は、 「ねんね こ」 おんぶ を 

した 女の 横 姿 も 見えた。 

「みんな やせて るね」 

「蒼い や。 な」 

日頃 あれほど 粗暴な 群集 も、 その 場から ちっとも 動 

かず、 カラ リと 開いて いる ドアの 方に 注意 を こらした _ 

「ぼ— つと している ねえ、 みんな」 

そのうち、 その 電車 は駛り 去った。 次に、 又 京浜が 

来て、 私 ども は、 揉み 込まれた。 
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